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Abstract: Since it is said that cirrus clouds might contribute to the earth's radiation

budget, monitoring of them is very important to investigate issues of the global

warming. In this paper, the lidar system under tests is described and some preliminary

experimental results are also presented.

1.はじめに

シーラス(綿雲)は中緯度において高度5-13km付近に発生する雲であり､その成分は
主に氷晶である｡シーラスは地球の熱収支に大きな影響を及ぼし､特に温室効果をもたら

す性質が顕著である1｡そのため地球温暖化現象と密接な関係があるとされており､シー

ラスの雲底･雲頂高度､厚さ､密度などを詳しく観測することは非常に重要である2｡

昨年我々はシーラス観測用ミ-ライダーシステムの試作に取り組み､本年2月より試験

的な観測を開始した｡本文では､試作したライダーシステム及び初期の観測結果について

報告する｡

2.ライダーシステム

Fig.1に現在観測に使用しているライダーシステムのブロックダイアグラムを､ライダ
ーシステムの各パラメータをTable lに示す｡光源にはNd:YAGレ-ザの第2高調波を

用いた｡受信光はP波成分とS波成分に分けられ､ PMTにより電気信号に変換された後

デジタルオシロスコープに表示される｡この時トリガはYAGレ-ザの電源から直接取り

込んでいる｡ S波成分に比べて信号強度の大きいP波成分は､より大きなダイナミックレ

Fig.1 Block diagram oflidar system.
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Table 1 Characteristics

of lidar system.

Laser

W avelength nm】
PulseEnergy 150[m J】

PulseW idth 8【nS】
Repetition [z
Frequency

Beam D iam eter 0.01【m】

Beam D ivergence l[m rad]
Telescope

D iam eter 0ー28[m】
Field ofView 2[m rad|



ンジを得るために透過率5%のN.D.フィルタを通して測定している｡観測波形をコンピュ

ータに収集し､管理を行うためのソフトウェアには､ ｢TDS　ウェーブフォーム｡ユーティ

リティ(SONY/Tektronix c.c.)｣を使用している｡観測波形は上記のソフトウェアによりオ
シロスコープに表示されている形状で収集され､テキスト形式に変換される｡

3.観測結果

Fig.2は1998年2月23
日に観測された受信信号強

度の高度分布の時間変化を

示したものである｡この観

測はシーラスを視認した後

行われたものである｡波形

データは且分毎の平均をと

り､ 60分間にわたって収集

したもので､左端の波形は

開始且分後､右端の波形は60

分後のデータである｡観測
を開始した後且2-且6分､ま

た24-33分の各時間帯(図

中破線部)において､高度
8km及び9km付近にシーラ

スが存在し､ 2層構造を成し

ていることが認められた｡

このことから､試験動作に

関して成果が得られたとい

える｡

4.おわりに

現在､観測波形の処理を

各波形データごとに行って

いるため､データ解析に膨

大な時間を必要とする｡よ

り詳細な解析を行うには､

先述のような処理を一括し

て行うプログラムを作成し､
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Fig.2　Altitude pro免Ies of received signal intensity with time variation:

(a) P components,仲) S components of received signal.

処理時間を短縮する必要があるため､そのようなプログラムについて目下検討中である｡

今後､ 24時間連続のシーラス観測に向けて､ライダーシステムの整備を図っていく｡
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